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)()(** αβα 社会経済指標       
上の定式化では人口の年齢階層の数が多くなれば推定すべき係数の数も多くなり、














210 )()(** 社会経済指標βα   
これを整理すると、 
 





















ここで Z1 と Z2 は Pj と j の関数である。Z1 と Z2 の定義式から示唆されるように、
この変数は年齢階層番号 j を加重平均した一種の年齢指標である。a2 がプラスであれ
ば若年層と高齢層が相対的に多く消費し、a2 がマイナスであれば働き盛りの壮年層が
相対的に多く消費すると期待される。大きい j に対応する高齢者の人口シェアの小さ
い社会では Z1 と Z2 は負の値をとり、絶対値も大きくなる。少子高齢化が進行して高
齢者の人口シェアが増加すると Z1 と Z2 の絶対値は小さくなっていく。仮に最も若い
年齢の人口シェアが 1 パーセント減少し、最も高齢の人口シェアが 1 パーセント増加
した場合には、 )1(01.01 −=Δ nZ  また、 )1(01.0 22 −=Δ nZ だけ変化する。人口の年
齢階層別データは人口センサス、労働力調査、住民登録データ等を使い、統計のない
































 推計作業と解法は Eviews の OLS、Model、 Solve 機能で行った。プロトタイプモ
デルの方程式体系の推計結果は付録に示してある。個々の関数の推定結果には改善す
べき点は多い。プロトタイプモデルの RMSE(Root Mean Square Error )率を示したの
が表 3 である。この表 3 のように改善点が多く、特に投資関数の改善の余地は大きい。
モデルの解法は非線型方程式を解く方法である Gauss-Seidel 法、およびニュートン法
の改訂版である Broyden 法を使用した。Eviews で利用できる非線型方程式を解く方













2211** ZaZaYC +++= βα  
 
GPOPCPOPYY +×=×= **  
 
 ここで G は政府支出である。POP と Z1 および Z2 が変化すると、 
 



























 税収関数： *21 YttT +=  
 消費関数： 2211*)(* ZaZaTYC ++−+= βα  



























































(注 2)実際に表 2 の消費関数の推定結果から 
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 表 1 消費関数の多項式パラメーター 
 
 台湾 シンガポール タイ フィリピン 
a0 -0.50061 -21.0290 -22.51 -308.7  
a1 0.842498* 7.09317** 20.59** 227.7  
a2 -0.08025** -0.46295 -1.93** -32.2  
 
 インドネシア マレーシア ベトナム カンボジア 
a0 -0.6583 16.717 19.329426 0.4336  
a1 0.650214 -12.119* -8.326697** 0.3818 
a2 -0.07579 1.14568 ** 0.665886** -0.0493 
 
 




表 2 消費関数の年齢階層別パラメーター 
 
 台湾 シンガポール タイ フィリピン 
a (1) 0.262 -14.3988 -3.85 -113.20  
a (2) 0.863 -8.69446 10.95 17.94  
a (3) 1.305 -3.91605 21.88 84.68  
a (4) 1.585 -0.06355 28.96 87.03  
a( 5) 1.706 2.863041 32.17 24.99  
a (6) 1.665 4.863728 31.53 -101.45  
a (7) 1.465 5.938509 27.02  
a (8) 1.103 6.087384 18.66  
a (9) 0.582 5.310353 6.43  
a (10) -0.101 3.607416 -9.66  
a (11) -0.943 0.978573 -29.60  
a (12) -1.947 -2.57618 -53.41  
a (13) -3.110 -81.08  
a (14) -4.435  
合計 0.000 0 0.000 0.00 
   





表 2 消費関数の年齢階層別パラメーター（続き） 
 
 インドネシア マレーシア ベトナム カンボジア 
a (1) -0.084 5.74 11.67 0.766  
a (2) 0.339 -2.94 5.34 1.000  
a (3) 0.610 -9.33 0.34 1.135  
a (4) 0.730 -13.43 -3.32 1.172  
a( 5) 0.698 -15.24 -5.66 1.110  
a (6) 0.515 -14.75 -6.66 0.949  
a (7) 0.180 -11.98 -6.33 0.690  
a (8) -0.307 -6.91 -4.67 0.333  
a (9) -0.945 0.44 -1.67 -0.124  
a (10) -1.735 10.09 2.65 -0.679  
a (11) 22.03 8.31 -1.333  
a (12)  36.26  -2.085  
a (13)  -2.936  
a (14)     
合計 0.000 0.00 0.00 0.00 
    





表 3 プロトタイプモデルの RMSE 率 
 
(1)Gauss=Seidel 法による基本解 
国 期間 消費 投資 GDP 輸入 GDP デフレーター
台湾  90-09  0.175  0.179  0.147  0.178 0.065  
シンガポール 85-09 0.048 0.191 0.069  0.069 
マレーシア  95-09  0.062 0.155 0.047 0.067 0.072 
タイ  95-08  0.050  0.213  0.051  0.055 0.030  
フィリピン  95-09  0.053  0.041  0.050  0.037 0.037 
インドネシア  95-09  0.042 0.214 0.056 0.122 0.123 
カンボジア  96-07  0.050  0.156  0.038  0.055 0.045  
 
(2)Newton 法による基本解。 
国 期間 消費 投資 GDP 輸入 GDP デフレーター





















表 4 人口変動のシミュレーション 
(1)台湾 
2000-2009 年の 15 歳から 19 歳人口シェア、 1 パーセント減少、 80 歳以上人口シ
ェア 1 パーセント増加のケース 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.015 -0.054 -0.004 -0.021 -0.028 
2001 -0.035 -0.098 0.007 -0.043 -0.053 
2002 -0.051 -0.133 0.018 -0.059 -0.070 
2003 -0.063 -0.161 0.025 -0.070 -0.082 
2004 -0.065 -0.181 0.028 -0.075 -0.087 
2005 -0.069 -0.198 0.032 -0.081 -0.094 
2006 -0.073 -0.210 0.035 -0.084 -0.097 
2007 -0.077 -0.219 0.037 -0.087 -0.100 
2008 -0.086 -0.228 0.040 -0.092 -0.106 
2009 -0.085 -0.236 0.047 -0.098 -0.112 
 
2000-2009 年の 15 歳から 19 歳人口シェア、 1 パーセント減少、 80 歳以上人口シ
ェア 1 パーセント増加、外生的需要 5 パーセント増加のケース 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 0.004 -0.044 0.001 0.005 0.007 
2001 -0.009 -0.080 -0.004 -0.013 -0.018 
2002 -0.021 -0.109 0.004 -0.024 -0.030 
2003 -0.029 -0.131 0.009 -0.033 -0.039 
2004 -0.031 -0.148 0.013 -0.035 -0.042 
2005 -0.034 -0.161 0.014 -0.040 -0.047 
2006 -0.037 -0.171 0.017 -0.043 -0.050 
2007 -0.039 -0.178 0.018 -0.044 -0.051 
2008 -0.045 -0.184 0.019 -0.048 -0.055 
2009 -0.046 -0.191 0.023 -0.054 -0.062 
 
（注）（シミュレーション解－基本解）／基本解の値を示したもの。Gauss-Seidel 法によ






表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(2)シンガポール 
2000-2009 年の 15 歳から 19 歳人口シェア、 1 パーセント減少、 70 歳以上人口シ
ェア 1 パーセント増加のケース 
年 CFSNG05 CPSNG05 DGDPSNG GDPSNG05 
2000 0.001 0.007 0.001 0.003 
2001 0.002 0.010 0.001 0.005 
2002 0.003 0.012 0.000 0.006 
2003 0.004 0.013 0.000 0.006 
2004 0.005 0.013 -0.001 0.006 
2005 0.005 0.013 -0.002 0.006 
2006 0.005 0.012 -0.002 0.006 
2007 0.005 0.012 -0.003 0.006 
2008 0.005 0.012 -0.003 0.006 
2009 0.005 0.012 -0.003 0.006 
 
2000-2009 年の 15 歳から 19 歳人口シェア、 1 パーセント減少、 70 歳以上人口シェ
ア 1 パーセント増加、外生的需要 5 パーセント減少のケース 
年 CFSNG05 CPSNG05 DGDPSNG GDPSNG05 
2000 -0.003 0.003 -0.003 -0.010 
2001 -0.004 0.005 0.000 -0.006 
2002 -0.004 0.006 0.001 -0.006 
2003 -0.003 0.008 0.003 -0.001 
2004 -0.003 0.008 0.002 -0.002 
2005 -0.002 0.007 0.002 -0.002 
2006 -0.002 0.007 0.002 -0.002 
2007 -0.002 0.007 0.003 -0.001 
2008 -0.002 0.006 0.001 -0.004 
2009 -0.002 0.006 0.002 -0.003 
 
（注）（シミュレーション解－基本解）／基本解の値を示したもの。Gauss-Seidel 法によ





表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(3)インドネシア  
2000 2009 年の 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、60 歳以上人口シェアを 1 パーセント増加させ
たケース  
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.002 -0.020 0.004 -0.010 -0.011 
2001 -0.019 -0.037 0.011 -0.020 -0.021 
2002 -0.034 -0.053 0.019 -0.030 -0.031 
2003 -0.048 -0.067 0.028 -0.039 -0.039 
2004 -0.058 -0.079 0.035 -0.045 -0.044 
2005 -0.062 -0.088 0.041 -0.047 -0.046 
2006 -0.060 -0.095 0.046 -0.050 -0.048 
2007 -0.062 -0.101 0.050 -0.053 -0.051 
2008 -0.064 -0.106 0.053 -0.055 -0.052 
2009 -0.066 -0.112 0.058 -0.061 -0.058 
 
2000 2009 年の 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、60 歳以上人口シェアを 1 パーセント増加、外
生的需要を 5 パーセント増加させたケース。  
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 0.002 -0.013 -0.004 0.010 0.011 
2001 0.019 -0.020 -0.007 0.012 0.013 
2002 0.017 -0.027 -0.008 0.008 0.008 
2003 0.009 -0.033 -0.006 0.005 0.004 
2004 0.003 -0.039 -0.005 0.003 0.002 
2005 0.001 -0.042 -0.004 0.004 0.003 
2006 0.004 -0.044 -0.004 0.003 0.002 
2007 0.003 -0.046 -0.003 0.002 0.002 
2008 0.002 -0.047 -0.003 0.002 0.001 
2009 0.001 -0.050 -0.001 -0.002 -0.003 
 
（注）（シミュレーション解－基本解）／基本解の値を示したもの。Gauss-Seidel 法によ





表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(4)マレーシア 
 2000 年から 2009 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 70 歳以上人
口シェア 0.01 パーセント増加させたケース。  
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 0.004  0.051 0.008 0.014 0.011  
2001 0.011  0.084 -0.009 0.024 0.020  
2002 0.014  0.102 -0.017 0.027 0.025  
2003 0.016  0.110 -0.020 0.029 0.028  
2004 0.016  0.107 -0.021 0.026 0.028  
2005 0.016  0.100 -0.020 0.026 0.027  
2006 0.016  0.099 -0.020 0.025 0.026  
2007 0.017  0.096 -0.020 0.025 0.026  
2008 0.017  0.096 -0.021 0.026 0.026  
2009 0.020  0.101 -0.025 0.030 0.028  
 
2000 年から 2009 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 70 歳以上人
口シェア 0.01 パーセント増加、外生的需要 5 パーセント減少させたケース。 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.009 0.026 -0.016 -0.031 -0.024 
2001 -0.014 0.045 0.031 -0.023 -0.022 
2002 -0.011 0.057 0.019 -0.020 -0.020 
2003 -0.010 0.061 0.016 -0.018 -0.019 
2004 -0.011 0.057 0.012 -0.020 -0.021 
2005 -0.013 0.051 0.016 -0.021 -0.021 
2006 -0.013 0.049 0.017 -0.022 -0.022 
2007 -0.015 0.046 0.018 -0.022 -0.022 
2008 -0.015 0.045 0.020 -0.022 -0.022 







表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(5)タイ  
 2000 年から 2008 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 75 歳以上人
口シェア 0.01 パーセント増加のケース  
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 0.010 -0.036 0.005 -0.010 -0.015 
2001 -0.013 -0.041 0.008 -0.015 -0.023 
2002 -0.003 -0.039 0.007 -0.013 -0.019 
2003 0.015 -0.034 0.005 -0.008 -0.012 
2004 0.017 -0.031 0.004 -0.007 -0.010 
2005 0.013 -0.032 0.005 -0.008 -0.012 
2006 0.006 -0.033 0.006 -0.009 -0.014 
2007 0.005 -0.032 0.005 -0.009 -0.013 
2008 0.010 -0.030 0.005 -0.008 -0.011 
 
2000 年から 2008 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 75 歳以上人
口シェア 0.01 パーセント増加、外生的需要 5 パーセント増加のケース 。 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.013 -0.014 -0.007 0.014 0.020 
2001 0.019 -0.008 -0.010 0.020 0.029 
2002 0.001 -0.010 -0.009 0.018 0.027 
2003 -0.019 -0.012 -0.008 0.015 0.022 
2004 -0.021 -0.010 -0.008 0.015 0.022 
2005 -0.015 -0.007 -0.010 0.018 0.026 
2006 -0.012 -0.005 -0.012 0.020 0.029 
2007 -0.014 -0.003 -0.012 0.020 0.030 
2008 -0.019 -0.002 -0.012 0.020 0.030 
 
（注）（シミュレーション解－基本解）／基本解の値を示したもの。Gauss-Seidel 法によ




表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(6)ヴェトナム 
2000 年から 2009 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 65 歳以上人口シ
ェア 0.01 パーセント増加させたケース。  
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.018 -0.018 0.001 -0.006 -0.014 
2001 -0.003 -0.026 0.002 -0.007 -0.014 
2002 -0.006 -0.031 0.003 -0.008 -0.019 
2003 -0.004 -0.036 0.003 -0.009 -0.021 
2004 -0.003 -0.039 0.004 -0.009 -0.020 
2005 0.000 -0.036 0.003 -0.007 -0.014 
2006 -0.001 -0.032 0.003 -0.006 -0.012 
2007 -0.002 -0.029 0.003 -0.006 -0.013 
2008 -0.002 -0.027 0.003 -0.005 -0.011 
2009 -0.001 -0.025 0.003 -0.005 -0.009 
 
2000 年から 2009 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 65 歳以上人口シ
ェア 0.01 パーセント増加、政府支出 2 パーセント増加させたケース。 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.016 -0.017 0.001 -0.005 -0.012 
2001 -0.004 -0.026 0.002 -0.006 -0.013 
2002 -0.005 -0.031 0.002 -0.008 -0.017 
2003 -0.004 -0.035 0.003 -0.009 -0.019 
2004 -0.003 -0.038 0.003 -0.008 -0.018 
2005 0.000 -0.035 0.003 -0.006 -0.013 
2006 -0.001 -0.031 0.002 -0.005 -0.011 
2007 -0.002 -0.028 0.003 -0.005 -0.012 
2008 -0.002 -0.027 0.003 -0.005 -0.010 
2009 -0.001 -0.024 0.003 -0.004 -0.008 
 
（注）（シミュレーション解－基本解）／基本解の値を示したもの。Newton 法による解。 







表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(7)フィリピン  
 2000 年から 2009 年に 15-24 歳人口シェア 1 パーセント減少、 65 歳以上人口
シェア 0.01 パーセント増加させたケース 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 0.004 0.009 -0.003 0.006 0.003 
2001 0.003 0.009 -0.003 0.005 0.004 
2002 0.004 0.009 -0.003 0.005 0.004 
2003 0.005 0.012 -0.004 0.007 0.006 
2004 0.005 0.012 -0.003 0.006 0.006 
2005 -0.001 0.000 0.001 -0.001 0.002 
2006 0.003 0.007 -0.002 0.004 0.003 
2007 0.004 0.010 -0.003 0.006 0.004 
2008 0.002 0.006 -0.002 0.003 0.003 
2009 0.003 0.007 -0.003 0.004 0.003 
 
 
2000 年から 2009 年に 15-24 歳人口シェア 1 パーセント減少、 65 歳以上人口シ
ェア 0.01 パーセント増加、外生的需要 2 パーセント減少させたケース。 
年 CF CP DGDP GDP IM 
2000 -0.013 -0.014 0.010 -0.019 -0.011 
2001 -0.010 -0.009 0.008 -0.014 -0.012 
2002 -0.010 -0.008 0.007 -0.014 -0.012 
2003 -0.008 -0.005 0.007 -0.012 -0.011 
2004 -0.009 -0.006 0.007 -0.012 -0.011 
2005 -0.015 -0.018 0.011 -0.020 -0.015 
2006 -0.011 -0.011 0.008 -0.015 -0.014 
2007 -0.010 -0.008 0.008 -0.013 -0.013 
2008 -0.012 -0.012 0.010 -0.016 -0.014 
2009 -0.011 -0.010 0.010 -0.014 -0.013 
 
（注）（シミュレーション解－基本解）／基本解の値を示したもの。GDP： GDP 、CF：
投資、CP：民間消費、IM：輸入、DGDP：GDP デフレーター。Gauss-Seidel 法による解。 
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表 4 人口変動のシミュレーション（続き） 
(8) カンボジア 
2000 年から 2007 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 75 歳以上人口シェア 
0.01 パーセント増加させたケース。 
年 CFCAM00 CHCAM00 DGDPCAM GDPCAM00 IMCAM00 
2000 -0.088 -0.058 -0.012 -0.031 -0.057 
2001 0.020 -0.050 0.010 -0.020 -0.032 
2002 -0.006 -0.049 0.004 -0.020 -0.034 
2003 -0.006 -0.051 0.005 -0.020 -0.033 
2004 -0.004 -0.051 0.005 -0.019 -0.031 
2005 -0.002 -0.046 0.005 -0.016 -0.027 
2006 -0.006 -0.048 0.004 -0.016 -0.027 
2007 -0.005 -0.048 0.005 -0.015 -0.025 
  
2000 年から 2007 年に 15-19 歳人口シェア 1 パーセント減少、 75 歳以上人口シェア 
0.01 パーセント増加、外生的需要 5 パーセント増加させたケース。 
年 CFCAM00 CHCAM00 DGDPCAM GDPCAM00 IMCAM00 
2000 -0.010 -0.039 -0.001 -0.004 -0.007 
2001 0.010 -0.035 0.002 0.000 0.001 
2002 0.006 -0.033 0.001 0.003 0.005 
2003 0.001 -0.035 -0.001 0.003 0.005 
2004 0.005 -0.034 0.000 0.005 0.008 
2005 0.007 -0.030 -0.001 0.007 0.013 
2006 0.004 -0.030 -0.002 0.008 0.013 


















（１）GDP 決定式  
GDPTW06=CFTW06+CPTW06+EXOGTW06-IMTW06 
 
（２）消費関数（推定期間 1982 年から 2009 年） 
LOG(CPTW06)= -2.305461+0.385180*LOG(GDPTW06)+0.842498*Z1+-0.080250*Z2 




R-squared  0.999362 F-statistic 9005.717 




t-Statistic  (0.930516)  (9.841580)              (2.270376) 
 
R-squared  0.867693 F-statistic 85.25631 
Adjusted R-squared 0.857516 Durbin-Watson stat 0.423565 
 
  
変数名 単位 備考 期間
GDPTW06 国内総生産 Million NT$ 固定価格 1981-2009
CFTW06 固定資本形成 Million NT$ 固定価格 1981-2009
CPTW06 民間消費支出 Million NT$ 固定価格 1981-2009
IMTW06 輸入 Million NT$ 固定価格 1981-2009
DGDPTW GDPデフレーター 2006年＝１ 1981-2009
DIMTW 輸入デフレーター 2006年＝１ 1981-2009





（４）GDP デフレーター（推定期間 1981 年から 2009 年） 
DGDPTW=0.025361+0.236383*(M2(-1)/GDPTW06) 
+0.520013*(GDPTW06/GDPTW06(-1)) 
t-Statistic (0.078332)     (14.77673)            (1.775163) 
 
R-squared 0.921733  Adjusted R-squared 0.915472, F-statistic 147.2104    
Durbin-Watson stat 0.282487 
 
（５）輸入関数（推定期間 1981 年から 2009 年） 
LOG(IMTW06)= 
-5.435129+1.300143*LOG(GDPTW06)-0.351565*LOG(DIMTW/DGDPTW) 
t-Statistic       (-12.55806) (47.02612)    (-4.492724) 
 
R-squared 0.992567, Adjusted R-squared 0.991995, 













t-Statistic (1.501584)   (3.127923) (0.642955)   (6.080596) 
変数名 単位 備考 期間
CFSNG05 固定資本形成 Million Sgp$ 固定価格 1979-2009
CPSNG05 民間消費支出 Million Sgp$ 固定価格 1979-2009
EXOGSNG05 外生的需要 Million Sgp$ 固定価格 1979-2009
GDPSNG05 国内総生産 Million Sgp$ 固定価格 1979-2009
NEXSNG05 純輸出 Million Sgp$ 固定価格 1979-2009
DGDPSNG GDPデフレーター 2005年＝１ 1979-2009
M1 貨幣供給 Million Sgp$ 1979-2009
M2SNG 貨幣供給 Million Sgp$ 1979-2009
D9798 ダミー変数 97, 98年＝１ 1979-2010






R-squared  0.967494,  Adjusted R-squared 0.963743 
F-statistic 257.9510,  Durbin-Watson stat 1.153478 
 
（３）消費関数（推定期間 1981 年から 2009 年） 
CPSNG05/POP=4.742103+0.136077*(GDPSNG05/POP)+ 
7.093170*Z1-0.462953*Z2+0.460017*(CPSNG05(-1)/POP(-1)) -1.318176*D9798 
t-Statistic(0.795894) (3.299460) (2.803874) (-1.260330) (3.282981)   (-3.648587) 
 
R-squared 0.994988, Adjusted R-squared 0.993898, 




        *LOG(GDPSNG05/GDPSNG05(-1))+0.803456*LOG(DGDPSNG(-1)) 
t-Statistic(2.054719)(2.2059819(3.501117)(13.69168) 
 
R-squared 0.972550, Adjusted R-squared 0.969382, 









（２）投資関数（推定期間 1994 年から 2009 年） 
CFTH88=2313684+0.781754*(GDPTH88(-1)-GDPTH88(-2))+ 
変数名 単位 備考 期間
CFTH88 固定資本形成 Million Baht 固定価格 1990-2009
CPTH88 民間消費支出 Million Baht 固定価格 1990-2009
EXOGTH88 外生的需要 Million Baht 固定価格 1995-2009
IHTH88 輸入 Million Baht 固定価格 1990-2007
GDPTH88 国内総生産 Million Baht 固定価格 1990-2009
DGDPTH GDPデフレーター 1988年＝１ 1990-2009
DIMTH 輸入デフレーター 1988年＝１ 1995-2009
MNWTH 貨幣供給 (Narrow Money) Million Baht End of Period 1990-2009








R-squared  0.739693 F-statistic 10.41928 
Adjusted R-squared 0.668700 Durbin-Watson stat 2.015527 
 
（３）消費関数 （推定期間 1990 年から 2008 年） 
CPTH88/POPTH= 
-11.29392+* 0.519317 (GDPTH88/POPTH)+ 20.58778*Z1-1.930272*Z2 
t-Statistic (-2.292700) (21.71211) (3.040503)   (-3.061155) 
 
R-squared  0.994460   F-statistic 897.5779 




t-Statistic  (13.48618)       (15.42105) 
R-squared 0.933283,Adjusted R-squared 0.929359, 
F-statistic 237.8089, Durbin-Watson stat 1.074799 
 
（５）輸入関数 （推定期間1994年から2009年）  
LOG(IMTH88)=-9.618446+1.594296*LOG(GDPTH88)-0.202418*LOG(DIMTH/DGDPTH) 
t-Statistic    (-3.546522)    (8.770979)              (-0.776237) 
 
R-squared  0.901991 F-statistic 55.21911 














t-Statistic      (1.812817)     (6.774576)       (1.526832)         (-1.451160) 
 
R-squared  0.978323   F-statistic 195.5722 
Adjusted R-squared 0.973321 Durbin-Watson stat 0.565061 
 
（３）投資関数（推定期間 1993年から 2010年） 
CFPH00=224885.2+0.144705*GDPPH00 
+8.619332*((M3BRPH(-1)-M3BRPH(-2))/DGDPPH) 
t-Statistic  (4.593981)   (10.96581)     (0.651937) 
 
R-squared 0.911037, Adjusted R-squared 0.899175, 
F-statistic 76.80466, Durbin-Watson stat 1.467863 
 
（４）GDPデフレーター（推定期間1994年から 2010年）  
DGDPPH=14.93817+143.8264*(M3BRPH(-1)/GDPPH00)+ 0.348287*DIMPH(-1) 
t-Statistic  (4.933782)    (14.51013)                   (5.750646) 
 
R-squared 0.991827, Adjusted R-squared 0.990659, 
F-statistic 849.4396, Durbin-Watson stat 2.675641 
変数名 単位 備考 期間
CFPH00 固定資本形成 Million Pesos 固定価格 1993-2010
CPPH00 民間消費支出 Million Pesos 固定価格 1993-2010
EXOGPH00 外生的需要 Million Pesos 固定価格 1993-2010
IMPH00 輸入 Million Pesos 固定価格 1993-2010
GDPPH00 国際総生産 Million Pesos 固定価格 1993-2010
DGDPPH GDPデフレーター 2000年＝100 1993-2010
DIMPH 輸入デフレーター 2000年＝100 1993-2010
M3BRPH 貨幣供給 (M3, Broad money) Million Pesos 1990-2009








t-Statistic   (0.439993)    (2.999810)           (2.207660) 
 
R-squared 0.916127, Adjusted R-squared 0.904145, 










（２）投資関数（推定期間 1993 年から 2009 年） 
CFNES00= -27576.37+0.320637*(GDPNES00(-1)-GDPNES00(-2))+0.236845*(M2NES(-1) 
        /DGDPNES)+0.630397*CFNES00(-1) 
t-Statistic  (-0.382522)  (2.369569)        (1.998197)           (3.793767) 
 
R-squared  0.794174 F-statistic 16.72003 
Adjusted R-squared 0.746675 Durbin-Watson stat 1.417582 
 
（３）消費関数（対数線形） (推定期間 1992 年から 2009 年) 
LOG(CPNES00/POPNES)= -0.376448+0.374232*LOG(GDPNES00/POPNES)+ 
        0.650214*Z1 -0.075789*Z2+ 0.698023*LOG(CPNES00(-1)/POPNES(-1)) 
t-Statistic  (-1.039691)   (3.850884)  (1.200282)   (-1.227103)  (6.492351) 
 
変数名 単位 備考 期間
CFNES00 固定資本形成 Billion Rupias 固定価格 1991-2009
CPNES00 民間消費支出 Billion Rupias 固定価格 1991-2009
EXOGNES00 外生的需要 Billion Rupias 固定価格 1991-2009
IMNES00 輸入 Billion Rupias 固定価格 1991-2009
GDPNS00 国際総生産 Billion Rupias 固定価格 1991-2009
M2NES 貨幣供給 Billion Rupias 1991-2009
DGDPNES GDPデフレーター 2000年＝１ 1991-2009
DIMNES 輸入デフレーター 2000年＝１ 1991-2009





R-squared  0.976970 F-statistic 137.8697 
Adjusted R-squared 0.969884 Durbin-Watson stat 1.954184 
 
（４）GDPデフレーター（推定期間1992年から 2009年）  
LOG(DGDPNES) 
=0.449850+0.405627*LOG(M2NES(-1)/GDPNES00)+0.591843*LOG(DGDPNES(-1)) 
t-Statistic (3.792283)          (2.760665)                  (4.1350779 
R-squared 0.986345 Adjusted R-squared 0.984524   
F-statistic 541.7485    Durbin-Watson stat 2.176935 
 
（５）輸入関数（推定期間 1991 年から 2009 年） 
LOG(IMNES00)=-4.204309+1.213674*LOG(GDPNES00) -0.296401*LOG(DIMNES 
        /DGDPNES) 
 
R-squared 0.850346 F-statistic 45.45671 












        /DGDPMAL) 
t-Statistic       (3.153201)         (2.578087)          (2.710961) 
変数名 単位 備考 期間
CFMAL00 固定資本形成 Million Ringgit 固定価格 1987-2009
CPMAL00 民間消費支出 Million Ringgit 固定価格 1987-2009
EXOGmal00 外生的需要 Million Ringgit 固定価格 1987-2009
IMMAL00 輸入 Million Ringgit 固定価格 1987-2009
GDPMAL00 国内総生産 Million Ringgit 固定価格 1987-2009
DGDPMAL GDPデフレーター 2000年＝１ 1987-2009
DIMMAL 輸入デフレーター 2000年＝１ 1987-2009
M3MAL 貨幣供給 Million Ringgit 1987-2009






R-squared  0.626983 F-statistic 15.12761 







R-squared  0.978791 F-statistic 196.1379 




t-Statistic        (-2.422804)      (16.12756)         (3.209909) 
 
R-squared 0.948567, Adjusted R-squared 0.943153 




        /DGDPMAL)+0.441966*LOG(IMMAL00(-1)) 
t-Statistic    (-0.967774)   (2.194743)     (-0.529370)    (2.428831) 
 
R-squared 0.978986 Adjusted R-squared  0.975484, 












CFVET94= 39411.66+ 0.714986*(GDPVET94-GDPVET94(-1))+0.315680*(MQMVET(-1) 
        /DGDPVET) 
t-Statistic       (7.028108)   (2.157579)          (18.51041) 
 
R-squared  0.990158    F-statistic 553.3494 





t-Statistic  (-3.377454)   (4.414309)   (-3.691082)   (3.618454)   (3.368325) 
 
R-squared 0.997420, Adjusted R-squared 0.996274, 




t-Statistic         (50.91182)           (39.14157) 
R-squared 0.992228 ,Adjusted R-squared 0.991581  
F-statistic 1532.063 Durbin-Watson stat 1.123591 
変数名 単位 備考 期間
CFVET94 固定資本形成 Billion Dongs 固定価格 1995-2009
CGVET94 政府消費支出 Billion Dongs 固定価格 1995-2009
CPVET94 民間消費支出 Billion Dongs 固定価格 1995-2009
EXOG 外生的需要 Billion Dongs 固定価格 1995-2009
EXVET94 輸出 Billion Dongs 固定価格 1995-2009
IMVET94 輸入 Billion Dongs 固定価格 1995-2009
GDPVET94 国内総生産 Billion Dongs 固定価格 1993-2009
DGDPVET GDPデフレーター 1994年＝１ 1993-2009
MQMVET 貨幣供給 (Money + Quasi Money) Billion Dongs End of Period 1995-2008









        -1)) 
t-Statistic  (-6.744912)   (14.93595)     (-1.465340) 
R-squared 0.948957, Adjusted R-squared 0.940449,  









（２）消費関数（推定期間 1993 年から 2007 年） 
LOG(CHCAM00/POPCAM)= 
-0.752935+0.735684*LOG(GDPCAM00/POPCAM)+0.381824 
        *Z1 -0.049307*Z2 
t-Statistic    (-1.275697)      (19.50063)      (1.041354)        (-1.414146) 
 
R-squared 0.978707, Adjusted R-squared 0.972900,  
F-statistic  168.5365  Durbin-Watson stat 1.772687 
 
  
変数名 単位 備考 期間
CFCAM00 固定資本形成 Billion Riel 固定価格 1993-2007
CHCAM00 民間家計消費支出 Billion Riel 固定価格 1993-2007
EXOGCAM00 外生的需要 Billion Riel 固定価格 1993-2007
IMCAM00 輸入 Billion Riel 固定価格 1993-2007
GDPCAM00 国内総生産 Billion Riel 固定価格 1993-2010
DGDPCAM GDPデフレーター 2000年＝100 1993-2010
DIMCAM00 輸入デフレーター （※） 1993-2007
LIQCOM 貨幣供給 (Total Liquidity, M2) Billion Riel 1993-2007








        /DGDPCAM) 
t-Statistic        (4.887902)        (2.296842)         (7.436313) 
 
R-squared 0.983509, Adjusted R-squared 0.979844,  




        /GDPCAM00(-1)) 
t-Statistic     (0.600378)       (13.51320)          (1.152967) 
 
R-squared 0.941245,  Adjusted R-squared 0.931452,  





t-Statistic   (-3.357124)    (19.49768)    (-0.415731) 
 
R-squared 0.983753, Adjusted R-squared 0.981045,  







それ以外の人口統計等は Directorate General of Budget, Accounting and Statistics, 




国民経済計算は Singapore Department of Statistics, Yearbook of Statistics Singapore,
各年版から、異なる基準年の統計を接続して使用した。 
年齢別人口統計は 
Singapore Department of Statistics [1992] Profile of Singapore Resident Population 
1980-1991. 
Singapore Department of Statistics [2001] Trends in Singapore Population 1990-2000. 
Singapore Department of Statistics [2010] Census of Population 2010 advanced 
Census Release. から収集した。 
貨幣供給はSingapore Department of Statistics, Yearbook of Statistics Singapore,各年版 
 
(3)タイ 
国民経済計算  http://www.nesdb.go.th/Default.aspx?tabid=94   Office of National 
Economic and Social Development Board 2011/07/27 アクセス 1988 年不変価格。 
人口統計は Office of the National Economic and Social Development Board, Office of the 
Prime minister, National Income of Thailand, various years. National Statistical Office, Key 
Statistics of Thailand, various years. National Statistical Office, Statistical year Book of 
Thailand, National Statistical Office, The 2000 Population and Housing Census, Whole 
Kingdom.(一部期間年齢別分布は予測値で補完) 
MNWTHは Narrow Money でIMF, International Financial Statistics,各年版から1997-2009




国民経済計算等の主な統計は National Statistical Coordination Board, Philippine Statistical 
Yearbook, various years.フィリピンの人口区分は 10 歳で 15 歳以上、最高齢層は 65 歳以
上。人口統計は National Statistical Office, Yearbook of Labor Statistics, various years から収
集した。国民経済計算の 2000 年不変価格系列は http//www.nscb.gov.ph/sna/defauly.asp 







M3BRPH Domestic Liquidity (M3) は 
M3 (Broad money) はDepartment of Economic Research, Bangko Sentral ng Philipina, 
Selected Philippine Economic indicators 各年版から収集した。 
 
(5)インドネシア 
統計局(Central Bureau of Statistics)のStatistical Yearbook of Indonesia,およびNational 
Income of Indonesia各年版から収集した。 
 
(6)マレーシア 
国民経済計算 : マレーシア統計局のホームページ http://www.statistics.gov.my/ 
から2011年７月20日アクセスして入手。2000年不変価格。 
貨幣供給 ：Bank Negara Malaysia(Central Bank of Malaysia) http://www.bnm.gov.my/ から 
2011年7月20日アクセスして入手（Monthly Statistical Bulletin） 
















て作成した。General Statistics Office, Statistical Yearbook of Vietnam, Hanoi: 
Statistical Publishing House, various years. Ministry of Labour-Invalids and Social 
Affairs Centre for Informatics[2006] Statistical Data of Employment and 
Unemployment in Vietnam 1996-2005, Hanoi :Labour-social Publishing House, 
General Statistics Office, Population and Housing Census, various years の統計も利用
した。また貨幣供給 MQMVET(Money plus Quasi-Money Billion of Don, end of Period)は




国民経済計算は Ministry of Planning, National Institute of Statistics, Statistical Yearbook of 
Cambodia、各年版から収集した。 
人口統計は Statistical Yearbook of Cambodia, Demographic Survey of Cambodia 1996, 
General Population Census of Cambodia 2008, Demographic Estimates and Revised Population 
Projections (Cambodia Inter-Censal Population Survey 2004).  
LIQCOM Total Liquidity (M2) Billion Riel, Statistical Yearbook of Cambodia, IMF, 
International Financial Statistics, July 2011 各年版から収集した。 
 
